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A high-speed system for free viewpoint image reconstruction using multi-focus images
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研究概要

単に1枚の写真をとるだけでなく、カメラに入って
きた光線を全て記録し再構成する手法を示す。こ
の画像処理技術により、空間を飛び交う光線を細
かく入力、変換、伝送、出力することが可能になり、
自由な視点から撮影対象を観察できる環境が実現
される。ここでは、焦点合わせの異なる撮影画像か
ら自由視点画像を高速に生成するシステムを紹介
する。

なにがわかる？ 10年後は？
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３次元焦点ぼけ構造の特性
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３次元フィルタリングによる自由視点画像生成

r : 撮影時のレンズの絞り

仮想的なレンズ(視点)

２次元フィルタリングによる自由視点画像生成
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P(x,y;σ)を分散σ2のガウス関数とすると

視点を考慮しない旧フィルタ

視点依存型フィルタの構成

視点依存型フィルタ

２次元情報への統合による演算処理の削減

視点依存型フィルタを用いた自由視点画像生成

FPGAによる自由視点画像生成プロセス

テクスチャと想定した奥行き

64x64画素

生成した焦点ぼけ画像群(64x64画素16枚)

視点依存型フィルタを適応する

ことによる生成画像の品質改善
生成した自由視点画像
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（ⅰ） 視点位置を考慮しない場合

（ⅱ） 視点位置を考慮した場合
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再構成

柱や壁に遮られた狭小なスペースを、コストや環
境負荷の大きい建て替えという選択を経ることなく、
各種展示スペースや演劇、音楽、映画上映の場と
して再活用可能とする『空間のリサイクル』技術を
提供する。柱や壁に安価となった３次元ディスプレ
イやカメラを取り付け『向こう側が見えるよう透明
化』することで見晴らしの良い空間が実現される。


